
1999年出土の木簡
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宮
城
・新
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
宮
城
県
多
賀
城
市
山
王
字
北
寿
福
寺

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
人
六
年

（昭
６．
）
九
月
―

一
九
八
七
年
三
月

一
一　
一
九
八
七
年
四
月
―

一
二
月

〓
一　
一
九
八
八
年
四
月
―
九
月

発
掘
機
関
　
　
多
賀
城
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
一　
千
葉
孝
弥

一
一　
千
葉
孝
弥

・
石
本
　
敬

〓
一　
石
川
俊
英

。
石
本
　
敬

遺
跡
の
種
類
　
集
落

。
居
館
跡

台
平
野
の
北
東
端
部
に
あ
た
り
、
仙
台
市
東
部
か
ら
続
く
広
い
沖
積
地
の
一
部

を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
岩
切
駅
か
ら
特
別
史
跡
多
賀
城

跡
に
か
け
て
の
県
道
泉

・
塩
竃
線
沿
い
の
地
域
は
、
東
西
に
細
長
い
微
高
地
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
微
高
地
は
、
七
北
田
川
や
砂
押
川
の
旧
河
道
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
自
然
堤
防
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
標
高
は
五
―
六
ｍ
で
あ
る
。

中
世
の
遺
構
と
し
て
は

一
二
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
に
か
け
て
の
武
士
の
屋
敷

群
を
発
見
し
て
い
る
。
特
に
寿
福
寺
地
区
に
お
い
て
は
、　
一
五
世
紀
以
降
、
南

北
二
九
〇
ｍ
東
西

一
二
〇
―

一
九
〇
ｍ
の
範
囲
に
幅
約
人
ｍ
の
大
溝
を
巡
ら
し

た
屋
敷
群
が
出
現
し
、
本
遺
跡
周
辺
地
域
に
お
け
る
中
心
的
な
施
設
と
考
え
ら

れ
る
。　
三
二
・
一
四
世
紀
を
中
心
と
し
た
中
国

。
国
産
の
陶
磁
器
が
多
量
に
出

土
し
て
お
り
、
七
北
田
川
対
岸
の
仙
台
市
岩
切
地
区
と
と
も
に
中
世
陸
奥
国
府

の
推
定
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

一　
第
二
次
調
査

大
溝
を
め
ぐ
ら
し
た
屋
敷
群
の
北
西
隅
を
確
認
し
、
そ
の
北
西
部
に
隣
接
し

た
小
規
模
な
屋
敷
を
調
査
し
た
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
大
溝
か
ら
木
簡
二
点
が

出
土
し
た
。
大
溝
に
は
四
時
期
の
変
遷
が
あ
り
、
本
簡
は
い
ず
れ
も
最
も
新
し

い
時
期
の
埋
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
年
代
は

一
六
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
第
六
次
調
査

大
溝
を
め
ぐ
ら
し
た
屋
敷
群
の
う
ち
、
そ
の
北
辺
に
面
し
た
二
つ
の
屋
敷
を

調
査
し
た
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
大
溝
か
ら
木
簡

一
点
が
出
土
し
た
。
第
五
次

調
査
に
お
け
る
出
土
地
点
よ
り
約

一
五
ｍ
東
側
で
あ
り
、
ニ
ー
四
時
期
目
の
い

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

新
田
遺
跡
は
多
賀
城
市
の
西

端
部
に
位
置
し
て
お
り
、
古
墳

ｏ
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複

仙

合
遺
跡
で
あ
る
。
本
遺
跡
の
立

地
す
る
多
賀
城
市
西
部
は
、
仙



ず
れ
か
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
年
代
は

一
五
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
後
半
で
あ
る
。

〓
一　
第
八
次
調
査

大
溝
を
め
ぐ
ら
し
た
屋
敷
群
の
北
辺
に
隣
接
し
た
、
小
規
模
な
屋
敷
を
調
査

し
た
。
掘
立
柱
建
物
の
南
側
に
丼
戸
や
土
坑
の
集
中
す
る
範
囲
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
長
径

一
・
七
ｍ
短
径

一
・
五
ｍ
深
さ
約

一
ｍ
の
、
円
形
の
土
坑
か
ら
木

簡

一
点
が
出
土
し
た
。
年
代
は
お
お
よ
そ
中
世
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第
五
次
調
査

〔南
力
〕

「□
□
□
□

②

　

□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（豪
Ｘ
伽授
∞
墓

い
は
小
形
の
五
輪
塔
婆
で
あ
る
。
空
輪

・
風
輪

・
火
輪

・
水
輪
を
削
り
出
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

一
文
字
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
地
輪
以
下
は
欠
損
し
て

い
る
。
出
土
し
た
時
点
で
墨
は
す
べ
て
剖
落
し
て
い
た
が
、
墨
の
あ
っ
た
部
分

の
み
は
材
の
劣
化
が
少
な
く
、
か
す
か
な
盛
り
上
が
り
と
な
っ
て
文
字
が
確
認

で
き
る
。

②
は
ヘ
ラ
状
木
製
品
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
墨
書
は

一
文
字
で
あ
る

が
判
読
不
能
で
あ
る
。

一
一　
第
六
次
調
査

（力
）

ω

　

「
『

大
日
如
来
」

頭
部
が
圭
頭
状
で
あ
り
、
下
端
部
は
尖

っ
て
い
る
。
薄
く
幅
の
狭
い
材
を
用

い
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
笹
塔
婆
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
良
好
な

状
態
で
残
存
し
て
い
る
。

〓
一　
第
八
次
調
査

ω
　
。
調
日
日
日
□
」

。　「［日日日日‐‐
‐‐‐‐―‐１‐１‐］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］『〇
×
９卜
〉〈ω　　ｏ⇔Ｐ

頭
部
が
圭
頭
状
で
あ
り
、
下
端
部
は
尖

っ
て
い
る
。
二
ω
に
比
べ
幅
が
広
く
、

中
世
の
物
忌
札
の
形
態
に
類
似
し
て
い
る
。
頭
部
か
ら
中
央
に
か
け
て
墨
痕
が

確
認
さ
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
裏
面
に
も
わ
ず
か
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

千
葉
孝
弥

「考
古
学
か
ら
み
た
中
世
の
多
賀
城
」
翁
多
賀
城
市
史
』
一
原
始

・

古
代
。
中
世
　
一
九
九
七
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（千
葉
孝
弥
）

（
ヽ

じ

×

６

ｅ

×
さ

　
ｏ
盆

］
卜
枷
×
Ｎ
∞
×
］
　
ｏ
い
い

―(1)S=1/2
二(1)S=1/3




